
一次関数の式を求める

1. 傾きと切片。

2. 傾きと一点の座標。

3. ２点の座標。
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1. 傾きと切片 から

一次関数の式を求める。



傾きが－３、 切片が ５ である一次関数の式。

ｙ＝－３ｘ＋５ となる。

傾きと切片から式を求める。

一次関数の式 ｙ＝ａｘ＋ｂ の ａ が 「傾き」で

あり、 ｂ が「切片」であるので、この２つの数を

ｙ＝ａｘ＋ｂ に当てはめれば式は完成する。

（例）

ａ＝－３ ｂ＝５より



切片が－５ で、傾きが ６ の直線。

ｙ＝６ｘ－５



切片が ３ で、傾きが－１ の直線。

ｙ＝－ｘ＋３



切片が ４ で、傾きが の直線。

ｙ＝ ｘ＋４
２
３

２

３



切片が－ で、傾きが の直線。
１

５

１

２

ｙ＝ ｘ－
１
２

１
５



今度は、直線のグラフから

傾きと切片を読み取って

一次関数の式を求めてみよう。







 





故に直線の式は

ｙ＝ ｘ－４

となる。

① 切片を読み取る。

➁ もう一点読み取れる点を

見つける。

③ その２点から傾きを求める。

・
切片は

－４ だ。

・
この点が読
み取れる。

ｘの増加量は ２

ｙの増加量は ３

よって傾きは だ。

式の立て方

この２点から
傾きを求める。

２
３

２
３

・

２

３





この直線の式は？

ｙ＝3x－２

－２

・

傾きは

３

5

5

-5

-5

切片は

－２

よって直線の式は１

３





ｙ＝－ x＋１

この直線の式は？

２
３

5

5

-5

-5

１
切片は

１
3

－2

2

3
傾きは－

よって直線の式は

・



 5

5

-5

-5

(問１) 直線の式を求める。

①

・１
２

１

・切片は

１

傾きは

２

よって①の直線の式は

ｙ＝２ｘ＋１

となる。



 5

-5

-5

(問１) 直線の式を求める。

①②

・５ －１

１

・
切片は

５
傾きは

－１

① ｙ＝２ｘ＋１

② ｙ＝－ｘ＋５





5

-5

-5

(問１) 直線の式を求める。

①②

③

・
－１

４

－１・

① ｙ＝２ｘ＋１

② ｙ＝－ｘ＋５

切片は

－１

③ ｙ＝－ ｘ－１
4

1

傾きは

4
1





5

-5

-5

(問１) これが答えだ。

①②

③

① ｙ＝２ｘ＋１

② ｙ＝－ｘ＋５

③ ｙ＝－ ｘ－１
4

1

5



２. 傾きと一点の座標 から

一次関数の式を求める。



傾きと一点の座標から式を求める。

点（２．３）を通り、傾きが－２である直線の式を求めよ。

傾きが－２であるので、ｙ＝ａｘ＋ｂ に、ａ＝－２

を代入。

あとは ｂ の値が決まれば、式は完成する。

ｙ＝－２ｘ＋ｂ となる。



ａ＝－２より、ｙ＝－２ｘ＋ｂ となった。

一次関数の式 ｙ＝ａｘ＋ｂ において、

ｘ＝２ のとき、 ｙ＝３ となる。

点（２．３） を通る直線。

ここに、 ｘ＝２、ｙ＝３ を代入。
これによって ｂ の値を求める。

これを利用する



ｙ＝－２ｘ＋ｂ に ｘ＝２、ｙ＝３ を代入する。

３＝－２×２＋ｂ

３＝－４＋ｂ ｂ＝７ となる。

故に ａ＝－２、ｂ＝７ となるので、

直線の式は、

３ ２

ｙ＝－２ｘ＋７ となる。



Let’s   try!



点（１，２）を通り、傾きが－３となる。問2

ｙ＝ａｘ＋ｂ に、ａ＝－３を代入。

ｙ＝－３ｘ＋ｂ となる。

ｙ＝－３ｘ＋ｂ に、ｘ＝１、ｙ＝２を代入。

２＝－３×１＋ｂ

２＝－３＋ｂ

ｂ＝５

故に、ａ＝－３ ｂ＝５より

ｙ＝－３ｘ＋５

となる。



下図の直線の式を求める。問３

2

5

１

傾きは

５

この点の座
標は（２，０）

図より ａ＝５ である。

よって ｙ＝５ｘ＋ｂ となる。

次に ｘ軸と ２ で交わっている。

点（２，０）を通る直線である。

よって ｙ＝５ｘ＋ｂ に

ｘ＝2 ｙ＝０を代入し

ｂ を求めればよい。



より ｂ＝－１０

よって

ｙ＝５ｘ－１０

０＝５×２＋ｂ

となる。

下図の直線の式を求める。問３

2

5

１

ｙ＝５ｘ＋ｂ に

ｘ＝2 ｙ＝０を代入。



ｙ＝ ⅹ－１
３

２

－１

点（１，２）を通り、ｙ＝ ⅹ－１に平行な直線。問
３
２

・
（１，２）

３

２

３

２

平行であるということは、
傾きが等しいということ。

よって求める直線は、

傾きが で点（１，２）

を通る直線となる。

３
２



傾きが で点（１，２）を通る直線。３
２

ａ＝ より、 ｙ＝ ｘ＋ｂ となる。

ｙ＝ ｘ＋ｂ に、ｘ＝１、ｙ＝２を代入。

ａ＝ ｂ＝ より

ｙ＝ ｘ＋

となる。

２＝ ×１＋ｂ

２＝ ＋ｂ

ｂ＝

３
２

３
２

３
２

３
２

３
２

３
４

３
２

３
４

３
２

３
4



次の問いを

考えよう！



問１①変化の割合が３でｘ＝１のとき、ｙ＝４

ｙ＝３ｘ＋ｂ に、ｘ＝１ ｙ＝４を代入。

「傾きが３で、点（１，４）を通る直線」
と同じこと。

４＝３×１＋ｂ より、 ｂ＝１ となる。

よって求める式は ｙ＝３ｘ＋１ となる。



②変化の割合が－１でｘ＝－２のとき、ｙ＝－３

ｙ＝－ｘ＋ｂ に、ｘ＝－２ ｙ＝－３を代入。

「傾きが－１で、点（－２，－３）を通る直線」

と同じこと。

－３＝－１×(－２)＋ｂ より、 ｂ＝－５ となる。

よって求める式は ｙ＝－ｘ－５ となる。



問２① 点（１，２）を通り、傾きが－３

ｙ＝－３ｘ＋ｂ に、ｘ＝１ ｙ＝２を代入。

２＝－３×１＋ｂ より、 ｂ＝５ となる。

よって求める式は

ｙ＝－３ｘ＋５ となる。



② 点（２，０）を通り、ｙ＝ ｘ＋５に平行。３
４

平行な直線の傾きは等しい。

よって求める直線の傾きは となる。
３
４

「傾きが で、点（２，０）を通る直線」３
４

ｙ＝ ｘ＋ｂ に、ｘ＝２ ｙ＝０ を代入。
３
４

３
４０ ＝ × ２ ＋ｂ より、 ｂ＝－ ３

８

よって求める式は ｙ＝ ｘ－ となる。
３
８

３
４



３. 二点の座標 から

一次関数の式を求める。



2点（１，２）、（５，－６）を通る直線の式を求めよ。

二点の座標から式を求める。

解法１ 傾きを求めて一点の座標を利用。



2点（１，２）、（５，－６）を通る直線の式を求めよ。

解法１ 傾きを求めて一点の座標を利用。

・
（１，２）

・ （５，－６）

二点から傾きを求める。

（１，２） → （５，－６）

ｘの増加量 ５－１＝４

ｙの増加量 －６－２＝－８

4

－8

４
－８

よって ａ ＝

＝－２

傾きだ！



2点（１，２）、（５，－６）を通る直線の式を求めよ。

傾きが－２ となった。

よって、「傾き」と「一点」

から直線の方程式を求

めればよいことになる。



2点（１，２）、（５，－６）を通る直線の式を求めよ。

傾きがー２ であるので、 ｙ＝－２ｘ＋ｂ となる。

あとはこの式に（１，２）、（５，－６）どちらかの
点の座標を ｙ＝－２ｘ＋ｂ に代入し、 ｂの値
を求めればよい。

ｘ＝１、ｙ＝２を代入。

２＝－２×１＋ｂ

２＝－２＋ｂ

ｂ＝４

よって ａ＝－２ ｂ＝４より

ｙ＝－２ｘ＋４

となる。



2点（－１，－２）、（４，７）を通る直線の式。

・
（－１,－２）

・
（４，７）

二点から傾きを求める。

（－１，－２） → （４，７）

ｘの増加量 ４－(－１)＝５

ｙの増加量 ７－(－２)＝９

5

9

５
９

よって ａ ＝
傾きだ！



傾きが であるので、 ｙ＝ ｘ＋ｂ となる。

あとはこの式に（－１，－２）、（４，７）どちらかの
点の座標を代入し、 ｂの値を求める。

ｘ＝－１、ｙ＝－２を代入。

－２＝ ×(－１)＋ｂ

－２＝－ ＋ｂ

よってａ＝ ｂ＝－ より

ｙ＝ ｘ－
となる。

2点（－１，－２）、（４，７）を通る直線の式。

５
９

５
９

５
９

５
９

ｂ＝－
５
１

５
９

５
１

５
９

５
1



2点（１，２）、（５，－６）を通る直線の式を求めよ。

二点の座標から式を求める。

解法２ 連立方程式の利用



2点（１，２）、（５，－６）を通る直線の式を求めよ。

解法２ 連立方程式の利用

ｙ＝ａｘ＋ｂに

ｘ＝１、ｙ＝２を代入。

２＝ａ＋ｂ

ｙ＝ａｘ＋ｂに

ｘ＝５､ｙ＝ｰ６を代入。

－６＝５ａ＋ｂ

ａとｂについての連立方程式



２＝ａ＋ｂ
－６＝５ａ＋ｂ

ａ＋ｂ＝ ２
５ａ＋ｂ＝ －６

ａ と ｂ についての連立方程式を解く。

－４ａ＝８
ａ＝－２

ａ＋ｂ＝２ より

－２＋ｂ＝２
よって ｂ＝４

ａ＋ｂ＝ ２

ー) ５ａ＋ｂ＝－６
ｙ＝ａｘ＋ｂにおき、 ａ
＝－２、ｂ＝４であるの
で求める直線の式は、

ｙ＝－２ｘ＋４

となる。



2点（－１，－２）、（４，７）を通る直線の式。

ｙ＝ａｘ＋ｂに

ｘ＝ｰ１､ｙ＝ｰ２を代入。

－２＝－ａ＋ｂ

ｙ＝ａｘ＋ｂに

ｘ＝４､ｙ＝７を代入。

７＝４ａ＋ｂ

ａとｂについての連立方程式



－ａ＋ｂ＝ －２ ･･･①

４ａ＋ｂ＝７ ･･･② を解く。

５ａ＝９

ａ＝

これを①に代入
４ａ＋ｂ＝７

－) ｰａ＋ｂ＝－２

故に、 ｙ＝ ｘ －
となる。

②－①

５
９

５
９

－ ＋ｂ＝－２

５
１

５
９

５
1

よって ｂ＝－



次の課題



2点（２，３）、（５，９）を通る直線の式。解法１

二点から傾きを求める。

（２，３） → （５，９）

ｘの増加量 ５－２＝３

ｙの増加量 ９－３＝６

よって ａ ＝

ｙ＝２ｘ＋ｂ に

ｘ＝２、ｙ＝３を代入

３
６

＝ ２

３＝２×２＋ｂ

より ｂ＝－１

よって

ｙ＝２ｘ－１



2点（２，３）、（５，９）を通る直線の式。解法2

ｙ＝ａｘ＋ｂに

ｘ＝２､ｙ＝３を代入。

３＝２ａ＋ｂ

ｙ＝ａｘ＋ｂに

ｘ＝５､ｙ＝９を代入。

９＝５ａ＋ｂ

ａとｂについての連立方程式



２ａ＋ｂ＝ ３ ･･･①

５ａ＋ｂ＝ ９ ･･･② を解く。

３ａ＝６

ａ＝２

これを①に代入
５ａ＋ｂ＝９

－) ２ａ＋ｂ＝３

故に、
ｙ＝２ｘ －１ となる。

②－①

２×２＋ｂ＝３

よって ｂ＝－１



2点（－３，５）、（２，－１）を通る直線の式。解法１

二点から傾きを求める。

（－３，５） → （２，－１）

ｘの増加量 ２－(－３)＝５

ｙの増加量 －１－５＝－６

よって ａ ＝－
５
６

ｙ＝－ ｘ＋ｂ に

ｘ＝２、ｙ＝－１を代入

－１＝－ ×２＋ｂ

より ｂ＝

よって

ｙ＝－ ｘ＋

５
６

５
６

５
７

５
７

５
６



2点（－３，５）、（２，－１）を通る直線の式。解法２

ｙ＝ａｘ＋ｂに

ｘ＝－３､ｙ＝５を代入。

５＝－３ａ＋ｂ

ｙ＝ａｘ＋ｂに

ｘ＝２､ｙ＝－１を代入。

－１＝２ａ＋ｂ

ａとｂについての連立方程式



－３ａ＋ｂ＝５ ･･･①

２ａ＋ｂ＝－１ ･･･② を解く。

－５ａ＝６

－３ａ＋ｂ＝５

①－②

ａ＝－
５
６

これを➁に代入

２×(－ )＋ｂ＝－１

よって ｂ＝

５
６

５
７

故に、
ｙ＝－ ｘ＋ となる。５

７
５
６

－) ２ａ＋ｂ＝－１



ごくろうであった。

G


